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はじめに

　筆者は先に「近世後期におけるオランダ船の脇荷物
輸入について−文政9年（1826）を事例として−」
（『鶴見大学紀要』第49号第4部、平成24年）・「幕末
開国期における日蘭貿易−安政3年（1856）の本方荷物
と脇荷物の取引−」（『鶴見大学紀要』第51号第4部、
平成26年）を発表し、近世後期、特に19世紀に入って
からの日蘭貿易における脇荷物輸入を中心とした調査
研究に取り組みはじめた。上記の拙稿でも述べたよう
に、19世紀前半の脇荷物輸入に関するオランダ側史料
は、本方荷物輸入や誂物輸入に比べて非常に少ない。
それに対して、日本側史料は不十分ではあるが、体系
的に整理していくことは可能と思われる。（1）また、この
時期の脇荷物には、本方荷物にはみられないガラス器
や陶器・磁器といった食器類、さらに薬品類が非常に
多く、脇荷物輸入の詳細な研究は、日蘭貿易史上ばか
りでなく文化史上重要な課題と考えられる。（2）さらに、
安政3年の事例研究で得たように、この年の本方貿易が
多額の損失を出しているのに対して、脇荷貿易は多く
の収益を上げ、脇荷物全体の取引が本方荷物の取引の
4.07倍あり、日蘭貿易はもはや本方荷物ではなく脇荷
物の時代をむかえていたといえる。（3）このように19世紀
に重要な位置を占めていた脇荷物の輸入については、
まず、日蘭両側の取引商品名・数量・価格・価額等に
関してさらに多くの事例研究を積み重ねていくことに
より、その実態が解明されていくものと考えられる。（4）

　以上のことより、本稿では時期的に上記の拙稿（文
政9年（1826）の事例・安政3年（1856）の事例）の中
間に位置する弘化4年（1847）を事例として取り上げ、
オランダ側史料と日本側史料を照合し、脇荷貿易で取
引された商品（脇荷物）を中心に基礎的研究をおこな
うものである。

第1章　弘化4年の脇荷物に関する史料

　脇荷貿易はそのはじまりである17世紀より、オラン
ダ商館長以下の館員や船員の役得として許された私貿
易品の取引であった。1827年（文政10）バタヴィア政
庁は商館職員・船員らの脇荷貿易組合Part icul iere 

Handelsocieteitの結成を承認して5万グルデンを限度と
する貿易を許した。ところが、1830年（文政13）に
は、この組合は解消され、その数年後、脇荷貿易をお
こなう権利はバタヴィアで入札に付され、落札者が脇
荷貿易権の賃借人として長崎で貿易することに改めら
れ、商館職員・船員の私貿易関与・参加は排除され
た。（5）その後、賃借人による脇荷貿易は1854年（安政
元）までつづいたが、1855年（安政2）からは脇荷貿易
もバタヴィア政庁によっておこなわれることとなる。（6）

安政期の脇荷貿易は先の拙稿に譲るとして、本稿で扱
う弘化4年は、賃借人による脇荷貿易であった。
　さて、この弘化4年には、バタヴィアからオランダ船
1艘シェルトーヘンボス号's Hertogenboschが長崎港に
入津している。以下、弘化4年、オランダ船によって持
ち渡られた脇荷物の取引を解明しうる日蘭両史料につ
いて紹介していきたい。まず、オランダ側史料として
は、脇荷貿易賃借人がバタヴィアで脇荷物として日本
に持ち渡ることを求めている下記史料を挙げることが
できる。

Opgave der Goederen bestemd voor de Japansche 
partikuliere handel van 1847 die de ondergeteekenden 
pachter voor den kambang handel, verzoekt te mogen 
medenemen, met schip 's Hertogenbosch kapitein 
Matthijsen, naar Japan.（7）

（カンバン貿易（＝脇荷貿易）のための下記署名    
の賃借人が、日本に向けての船長マタイセンのシ    
ェルトーヘンボス号で持っていくことを求めてい    
る1847年の日本での個人貿易に定めた品々の報     
告書）

本史料は、1847年6月22日にバタヴィアにおいて作成さ
れたものであり、脇荷貿易賃借人pachter van den 
kambang handelであるデルプラットJ. C. Delpratの署
名をもつ報告書である。（なお、本稿で使用する史料
は写しafschriftであり、原本と同一の写しであること
を証明する民間貯蔵局長の署名を持つ。）この報告書
には、各脇荷物の商品名・数量・仕入価額等が記され
ており、バタヴィアにおける発送前の脇荷物について
知ることができる。
　次に日本側史料としては、阿蘭陀通詞作成の「弘化
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三年午八月ヨリ　諸書留　御用方」（8）内の脇荷物リスト
を挙げることができる。本史料には、幸いにもオラン
ダ側の原文リストとそれを翻訳した日本側リストが記
されている。両リスト共に商品名と数量のみを記して
いる。オランダ側リストの巻頭には、

Aangifte der Cambanggoederen die voor dit handels 
jaar zijn medegebragt, en dewelken den ondergetee-
kenden verzoekt op Cambang te verkopen
（今年の貿易のために持ち渡り、下記署名者がカ
ンバン（＝脇荷取引）で販売することを求めるカ
ンバン商品（＝脇荷物）の届け書）

と記されており、リスト末の記事より、このリストが
1847年8月9日に出島で脇荷掛（脇荷貿易賃借人）のデ
ルプラットによって提出されたことを確認することが
できる（Desima 9 Augustus 1847 / de Nederlandsche 
Kambang Commissaris / J. C. Delprat）。また、上記記
事を翻訳した日本側リストは、「脇荷物差出シ」の見出
しのもと簡略に訳されている。両リストの照合により、
輸入時における脇荷物を確認することができる。
　脇荷取引は、本方取引と違い、オランダ人が持ち
渡った商品（脇荷物）を長崎会所において日本商人が
直接入札する取引であるが、（9）弘化4年の脇荷取引の結
果を記した日本側史料として「未紅毛船脇荷見帳」（10）

を挙げることができる。本史料は、商人（三吉屋）が
作成したものであり、取引商品名と数量、入札上位三
番札までの価格（入札最上位の札が落札価格となる）
と商人名を記録している。したがって、本史料により
各脇荷物の詳細な品名と数量、落札価格・落札商人名
を知ることができる。

第2章　弘化4年の脇荷物一覧表

　第1章において紹介したオランダ側史料と日本側史料
を突き合わせて一覧表にしたものが表1である。
　表1においては次のことを注記事項として掲げてお
く。
・本表では、各商品の品目はAangifte der Cambang- 
goederenに記されている順に並べた。 
・オランダ側商品名各単語の表記については、その頭
文字は、基本的には小文字とし、地名・人名は大文字
で記した。
・オランダ側商品名で用いられているdo., 〃（＝同）、
日本側商品名で用いられている「同」は、それに相当
する単語を記した。
・数字は基本的に算用数字で記した。
・※印の〔17〕アラヒヤコムは、「品代り」で取引さ
れた商品である。（表5参照）
・1 pikol＝100 kattjes（katjes）＝100斤。
・「脇荷見帳」（表2参照）に取引が記されている

（301）「ロヲゼマイン油」と（303）「レンスウヱイ
ン」に照合する商品は本表には見られない。
　表1作成によって注目される点は、「脇荷見帳」以外
のリストが簡略な記事になっていることである。バタ
ヴィアで作成されたOpgave der Goederenは、恐らく
仕入額を知らせることを主眼にした報告書であったこ
とより、商品名は簡略に記しているのであろう。しかし、
長 崎 入 港 時 に 日 本 側 に 提 出 さ れ たAangifte der 
Cambanggoederenは、glas & cristalwerk（「硝子器」）、
kramerijen & horologien（「細物類」）、kommen & 
schoteltjes, borden（「焼物類」）など詳細な商品名を記
しておらず、さらに、阿蘭陀通詞作成の「脇荷物差出シ」
では、Aangifte der Cambanggoederenに記された数点
の品々も「油類」・「皮類」・「サポン」・「薬種類」など
とまとめて訳しており、商品リストとしては実質を欠
いたものとなっている。このような傾向は、当時オラ
ンダ側が日本側に提出した積荷リスト（提出送り状）、
およびそれを翻訳した日本側リスト（積荷目録）全般
にいえることである。（11）19世紀も中期をむかえるに従っ
て、輸入品も定例化してきており、従来よりおこなわ
れていたオランダ側からの積荷リストの提出とその翻
訳は形式化し、それによって内容も簡略化されたもの
となっていったのである。しかし、当然詳細な品目リ
ストはオランダ側にも日本側にも存在していたと思わ
れる。
　表1の末尾に掲げた「脇荷見帳」は、上述のように日
本側商人が作成したものであり、取引商品名と数量、
入札上位三番札までの価格（入札最上位の札が落札価
格となる）と商人名を記録しており、弘化4年の脇荷物
の実態をみるのに最も詳細な現存史料といえる。した
がって、本稿では、本史料「未紅毛船脇荷見帳」によっ
て得られた結果を作表し提示しておきたい（表2）。本
表により上記の「硝子器」・「細物類」・「焼物類」・「油類」・

「皮類」・「サポン」・「薬種類」などを含めた脇荷物全体
の詳細な日本側商品名と数量、落札価格と落札商人名
を確認することができる。

おわりに
　

　以上、本稿においては、弘化4年（1847）を事例とし
て脇荷貿易で取引された商品（脇荷物）を中心に考察
をおこなってきた。最後に取引された脇荷物の収益率
をめぐって考察しておきたい。なお、ここでいう収益
率とは、各脇荷物の売値（落札価格）から当時脇荷物
に課されていた35％の税を引き、その値からさらに元
値（仕入価格）を引き、それを元値で割った値とす

る。（｛売値－（売値×0.35）｝－元値元値 ）
　弘化4年に取引された脇荷物全ての収益率を解明する
ことは史料的に困難である。しかし、Opgave der 
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Goederenに記された仕入価額と脇荷見帳に記された落
札価格を検討することにより表3に示した品々に関して
収益率を算出することができた。他年度と単純に比較
することはできないが、解明できる範囲で推測を含め
て検討しておきたい。
　文政9年の脇荷物の内、シーボルトとフィレネウフェ
の商品についてのみ収益率が判明するが、それらはそ
れぞれ0.2～2.9、1.2～4.0である。（12）表3にみられる収益
率が1.2～15.9であることより、弘化4年時の方が高率で
あることがわかる。文政9年時点は、オランダ商館長以
下の館員や船員による脇荷物の取引であったが、弘化4
年は、賃借人による脇荷物の取引であり、この独占的
な販売がひとつの要因と推測できるのではないだろう
か。さらに、安政3年時の収益率は、染織品で損を出し
ている品目が1品あるが、その他では1.2～395.5の高収
益率を得ており、特に薬品類の高率が注目される。（13）

安政3年の脇荷取引はバタヴィア政庁によるものであ
る。本方取引で収益が減少している分、脇荷取引で収
益を上げている点が特徴といえるが、幕末開国期の脇
荷物に対する意識は、それ以前とかなり相違していた
とみることができよう。当然、19世紀に入ってからの
オランダをめぐる国際情勢の変動が脇荷物の種類と価
格に影響を与えていたことは大きな要因と考えられる
が、一方で、脇荷取引の主体となるオランダ側売主の
変更は脇荷貿易そのものを大きく変えてきていたと推
測されよう。
　上記の推測を実証するためにはより多くの事例を今
後積み重ねていくことが必要であり、また、その調査
研究を通して近世後期の脇荷貿易および脇荷物の実態
が解明されていくものと思われる。
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表 1　弘化 4 年（1847）オランダ船 1 艘（'s Hertogenbosch）脇荷物
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表 2　弘化 4 年（1847）オランダ船脇荷物の取引
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表 3　弘化 4 年（1847）の脇荷物仕入値・売値と収益率
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表 4　弘化 4 年（1847）オランダ船 1 艘（'s Hertogenbosch）本方荷物
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表 5　弘化 4 年（1847）オランダ船本方荷物の取引
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